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農 　 業 蟻　（上 ）

（マ コ
。
ク 著 「自然の 職 人」 よ り）

酒 　　井 　　温　　理

　　　　齎か ら蟻は農業知識を有 し、 穀物 を收穫する もの ε見做 され ・ 古文學に も

　　　蟻 に關する記事極 めて 多 く、例 へ ば 、ヅァ
ージ ル は yi’一二 一 ド中に ・

ト ロ ジ ヤ

　　　 ン 軍の 出征を收穫蟻 が黄色い穀 畠を壟 討 こ比 し 、 ミ ル ト ン も ラ フ ァ
エ ル を し

　　　て 生 物創造 記 を蓮 べ しめ 、 天 使を し て 膜翅類を昆蟲 の筆頭 に お か し め t；
’
o）

　　　は 、動物學上の卓見で ある D 殊に蟻肚 會を公正 、 夲等及 び貯響1
三心の型典 ミ見

．　　 t： の は 、 弱lll肺 1人 も思 ひ及 ぼ なか つ た Σ ころで ある o

　　　 ．第 十八世紀に至 り、 英國の幗侶 グー
ル ドは英 図の蟻を研究1し 、 收穫i蟻 なき

　　　を見て 、 逾に ソ ロ モ ン 以 下古代學者 の詭に對 して疑をさしは さみ 、 そ の 不正

　　　 確を責め出 した o

　　　　疑 は バ ク テ リ ア の如 く、 繁殖1專播する もの で 、 收攫蟻 に關す る古人 の信仰

　　　も唾 何時 しか ：覆 され て しまつ たo 佛國昆鍛學の 泰斗 ラ ト レ イ ユ lx　， 衆 入の 陷

　　　 れ る誤を後 1出 こ 慱 ふ る に 怨 びす ミ い ひ 、 瑞 西 の蟻 學者 ヒ 立 一ベ ル は 、
『
册 究の

’
　　 精密正確を以て 1鳴つ だ學者で あるが 、 古代學者の 詭を放棄 砿 英 國の信侶 カ

　　　 ノ
・
v ビV も亦均 し く疑を懐 き 、

ソ ロ モ ン の 言を虚 妄で ある・ε 諡 くに至 つ た o

　　　　 ス ミ
’
1 氏聖書辭典 （ls6s 年米國版）さ へ も ・ ソ ・ モ ン の言 な る籏言第六

　　　章第六
一

八節1よ・ 蟻 の 果 の 材料を蒐集す るを見て ・ 世人 は蟻が食物 を取 入 れ

　　　 る もの ざ 思 ひ過 れ る を 、其儘記 せ る に 過 ぎす ε て 、ソ ロ モ ．ン め爲 めに辯解 し

　　　 てゐた位であるo 、

　　　　此 間に於て も酒 諡 に立戻 ら’賓 す る聲は無い で 砿 か つ ft　o　ifUへ ば ・ 米

　　　國宣教師 ソ ・ プ ソ 幼 著「土 地 ε書物 ・の 如 き・ 叉伊太利南部に 於け る收穫蟻

　　　を研究せ る 、
モ グ ヴ ツ ヂめ著 「收穫蟻 」 の 如き もの も現はれ たが 、之等は學読

　　　 を換 囘するには力足 らなか つ たo か くて 1880 年 ・
一予の 厂

テキ サ ス 州の農業

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
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蟻 」 が 出版 された D

　予の 好 奇心を そ そ つ た ものは 、膜逓 類蕚攻擧者 エ ズ ラ 、 テ
ー、ク レ ツ ソ ン

が 、 予に 捉供せ る原碼で あつ た o こ の 原 稿は テ キ サ ス 州 の リ ン セ カ ム
’ttil．

］rの

筆に ts　（？、 彡少正確 を缺 くの う
’
らみ が な くは なか つ た が 、 夂 多 少取 り所 の あ

る の を發見 した の で 、予は IS？7 年 自 らテ キ サ ス 州 に 出張 して 、 多年學者の

否 定せ る事實を調査 した o 蟻 が果 して穀物を收穫するで あ らうか 、 其農業 上

の 習慣 如何 ミ い ふ 如 き問題 の解快を試 みた σ）で あるo

　 テ キ サ ス 州オ
ー

ス テ ン の 西 南三 哩 、
バ ー ト ン

、 ク リー
ク 、 ヒ ル の麓 に天 幕

を張 つ た o 此處 には研究 すべ き蟻集が澤山 あり、 天幕の入 口よ り三 四歩 も出

つ れば 、 幾 つ か の 果炉あ り s 蟻 依天 暮 内・を湎 り貰けて 、忙 し く働 い て をつ た o

此蟻 は普通の ペ ン シ ル バ ニ ア黒家蟻位の 大 きな蟻 で、全 身 マ ホ ガ ニ ー色にて

光澤があつ たo 職蟻 に は 大 小 二 種あ り、大職蟻は
一
吋 の 十六分の 七 、 小職蟻

は十 六一5＞の 五位 であ るp 女 王蟻 は十六分の 十 、 雄嘩は十 六分の 八 で 、 共に 有

翅で ある 。 而 して 雄蟻 は 女 王蟻 ε均 し く、 蟻の居候 で 、 交尾期 に 「 度巣を 出

つ れば再 び 歸集 しな い o 此蟻 を學 名 I」ogono ηny ）
’
f｝Le．c　 bfobαbtc．s ε呼ぶ の は願

下 に赤髯が ふ さふ さ旦 して 生 じを る が故 であ るo

　 此蟻の
「蟻人 口 」 は重 に 職蟻に して．、 其數實に夥 しい o 而、して 此蟻は 1’　一

ス テ ン 中何處に で もを る o 街逍 で も、入道 で も、庭で も 、 畑 で も 、 ホ テ ル の

中庭 で も、 此蟻 の 活躍 して居 ない所 はな い 。 敷石の開の t ノ ン トの 中に まで

出入 して ゐ 多o 尤 も斯 か る所 に 於 ける此蟻 σ）勤勉は多少變 つ て 居 る の で 、 自

然的活動 を研究せ ん ε せ ば 、 予が 天幕を張 れ る所の 如 き廣 々 i した未耕地 に

行 か ねばな らない o

　 農業蟻 が 、 草叢の 中 に 判然其莱を顯は して居 るの は 、 搴者の研究心 を そそ・

り 、 又 は暗 に挑戰 して を る樣に も思は れ るo 天 暮の周園に繁茂せ る雜草の中

1こ、 種 々 の蟻庭が あるが 、

’
皆雫滑に して 、 中には雜草は生 えす〜大 さは曦々

である も皆圓 く して徑十 二 呎 もある もの が あ るo 農業蟻の 圓庭に共逋せ る注

戸すべ き三 特徴 があ る01 ． 農業蟻は 日當りを好 み 、 日蔭 を嫌 ふ が散 に
ヤ 其

簿庭 は 必 頻 妃 しナ・原 にある こ ε ・ 2・ 入 b （孔 ）騨 欄 庭の 眞中に あ
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る こ ・。 3，鵬 抽 大 帳 麟 翻 る飆 蠍 施 卿 の草叢中 1・放 射 レ

を る こ
・・． 以 上9 ・ で あ・ 。 又圓麟 多 く輔 な・ も岬

・髞 内め 搬 出

せ る小石敏 ・鯛 翫 麟 状嬾 み 、 叉は砂嗣 齢 こ盛 りあ帆 其一トの
．

1鄭吠の Σ ころに穴口 を齣い てゐるこ忌占あう6

今 一
つ 著 しきこ ご は 訓 庭鮃 褓 三して 、 草

一本 生 訪 を許紗 黼 に し

て お くの に 、 あ つ ち こ つ ち の 集 に七はヤ其圓庭の穴 b の渦園 に
一A’risticlc6

0砌 ω，融   ， A ・
］
・i．se−tct”　stl．ic，tce　t

一
て 、 俗 に 蟻稻 三か針草 ε稱 する草が ・ 籏生 しを る

こ i で ある 0 他 の草 は
一本ε して 圓庭内に生 じない の に ・ ヌ蟻 は此圓庭 を綺

麗に騰 しお く丿丿は粉 に あるので あ砂 卵 卿 こ 騨 の 難 餾 容 して

を るこ ε は 明 で あ る。 此 二種の種 子は蟻渉收集 して地下 の 穀房に貯藏 して ゐ

・る o 此蟻 の 圓庭は よ く セ ージ ε か デーズーの如 き草の繁茂せ る 「トに あ る が 、

土壤 の艷 岳ε 、
・囃 帶の太 陽の ．力 ε に τ、 高 ・緻 呎 ・ 徑攝 旨大 ε なれ る草 を

も 、 農業蟻は人間が山林を開墾ずる如 ぐ易 々 E 除去する。 而 して 草
一

本 其圓

慰 生長する滸 さない の で ある。 諦 1濃 纏 の勲 探 さんに ・
「睡 地・

の周園の雜草が ミ禁庭を侵 さ ん i するのを 、 喰止め る爲めに蟻の 努力 した跡
．

糊 に秘 を得 るのであ るか ら 、 斯る能力の ある蟻が ・ 圓蠍 に蟻齣 侵入

し來 ・渤 ぎ得 ざ碍 がなu〕・
1
事黷 秋噸 ・種 子が艦 すれば議 1ま糠

を除 き、 次の收穫 の準 篇に取 りか か る ε 云 は れ て ．を るo これが此の 蟻即

P 。」、。 n 。
・
、
’
bymn 、

th
’
　b・e｝

・b・・t・・．s ．が麟 鰹 呼 ばる る に 至 つ た所以で ある。 此 鰤 欟

際 種子を蒔 くε．ころは少く．ε・も著者 に1ま、

『
見 られな い 、 然 れ注 も蟻稻を蟻集

の 境 内に生長せ しめ 、 後其貰を利 用する の は事聟で あるo （續 く）

　　キ
’
ク ス 衣菊虎）に對すろ知見 の 變遷

　　　　　　　　　 矢 ．．
匹
野

”

．宗 ．幹 ．

五肛 は・ ク ・ 稱 雌 遡 興 て菊 ？芽轄 す る・ 斯 この 蝨蹴 い て

　
冖
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